
方
債
の
変
更
２
件
の
補
正
で
す
。

委
員
会
で
は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が

行
わ
れ
、討
論
は
な
く
、全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
62
号
は
、「
平
成
23
年
度
茅

野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
」で
す
。

平
成
23
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
２

４
８
億
１
，２
１
１
万
６
，３
７
１
円
、

歳
出
決
算
額
は
、２
３
８
億
４
，６
６

１
万
２
，１
３
８
円
で
、歳
入
歳
出
の

差
し
引
き
残
額
は
９
億
６
，５
５
０
万

４
，２
３
３
円
と
な
り
、翌
年
度
へ
繰
越

し
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
審
査
は
、「
主
要
な
施
策
の

成
果
を
説
明
す
る
書
類
及
び
歳
入
歳

出
決
算 
事
項
別
明
細
説
明
書
」の
ペ
ー

ジ
を
示
し
、委
員
と
市
側
が
相
互
に
質

疑
、答
弁
を
繰
り
返
し
進
行
し
ま
し
た
。

賛
成
、反
対
の
討
論
の
後
、採
決
の
結

果
、賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
63
号
は
、「
平
成
23
年
度
茅

野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

９
月
定
例
会
に
お
い
て

予
算
決
算
委
員
会
で
審
査

し
た
案
件
は
、議
案
第
59

号
か
ら
議
案
第
61
号
ま
で

の
補
正
予
算
３
件
、議
案

第
62
号
か
ら
議
案
第
71
号

ま
で
の
平
成
23
年
度
各
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
及
び
剰
余
金
の
処
分
に

つ
い
て
の
10
件
で
す
。９
月

13
日
に
補
正
予
算
の
審
査

を
、９
月
14
日
、18
日
の
２
日
間
で
決
算

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
59
号
は
、「
平
成
24
年
度
茅

野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）に

つ
い
て
」で
す
。歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
３
，９

８
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
３
２
億
５
９
５
万
３
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。ま
た
、債
務
負
担

行
為
の
追
加
１
件
及
び
廃
止
１
件
、地

９
月
定
例
会
に
お
い
て
経

済
建
設
委
員
会
で
審
査
し
た

案
件
は
、議
案
５
件
で
す
。

議
案
第
50
号
か
ら
第
53

号
ま
で
の
４
議
案
は
市
道
路

線
の
認
定
に
つ
い
て
で
す
。い

ず
れ
も
宅
地
開
発
に
伴
う
市

道
へ
の
認
定
で
す
。

委
員
会
で
は
現
地
調
査
を

行
い
、審
査
に
お
い
て
は
質

疑
・
討
論
は
な
く
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
54
号
は
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ

い
て
で
す
。こ
れ
は
役
目
を
終
え
た
市
道
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

現
地
調
査
の
後
の
審
査
で
は
、委
員
か
ら

の「
現
地
と
議
案
の
図
面
に
違
い
が
あ
る
の

は
な
ぜ
か
」と
の
質
問
に
対
し
、市
側
か
ら

は
、「
現
地
は
公
図
上
で
目
印
を
付
け
た
が
、

公
図
と
実
測
図
で
は
違
い
が
あ
る
た
め
」と

の
回
答
で
し
た
。　

討
論
は
な
く
、全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
に
お
い
て
社

会
環
境
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
、請
願
・
陳
情
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、委
員
会

協
議
会
と
し
て
永
明
寺
山
公

園
墓
地
区
画
造
成
に
つ
い
て

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、墓
地
取
得
待
機

者
の
早
期
解
消
と
、将
来
を

見
据
え
た
墓
地
需
要
に
対

応
す
る
た
め
に
市
が
進
め
て

い
る
事
業
で
す
。　

今
回
新
た
に
造
成
さ
れ
る
の
は
公
園
墓

地
の
中
間
に
位
置
す
る
山
林
部
分
で
、面

積
は
約
１
，４
５
２
㎡（
約
４
４
０
坪
）、１

０
０
区
画
程
度
の
造
成
・
分
譲
を
見
込
ん

で
お
り
、納
骨
施
設
と
駐
車
場
の
整
備
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
地
に
は
伐
採
さ
れ
た
樹
木
が
市
民
に

無
償
提
供
さ
れ
る
た
め
、幹
の
太
さ
別
に
積

み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て

総
務
文
教
委
員
会
で
審
査

し
た
案
件
は
、議
案
２
件
、

陳
情
３
件
で
す
。

議
案
第
55
号
は「
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」で
す
。

こ
れ
は
、公
の
施
設
で
あ

る
茅
野
市
民
館
に
つ
い
て
、

現
在
の
指
定
期
間
が
平
成

25
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終

了
す
る
た
め
、地
方
自
治
法
第
２
４
４
条

の
２
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
指
定

管
理
者
を
指
定
し
、同
条
第
６
項
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。委

員
か
ら
の
、「
単
年
度
の
指
定
管
理

料
の
決
定
方
法
は
」の
質
問
に
対
し
、市

側
か
ら
は
、「
当
初
の
予
算
は
上
限
と
い

う
考
え
方
で
あ
り
、企
業
努
力
を
し
て
い

た
だ
き
、市
で
も
十
分
内
容
を
精
査
し
て

最
終
の
金
額
を
決
定
し
て
い
く
」と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。討
論
は
な
く
、全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
58
号
は
、「
茅
野
市
防
災
会
議

条
例
及
び
茅
野
市
災
害
対
策
本
部
及
び

茅
野
市
地
震
災
害
警
戒
本
部
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

で
す
。

こ
れ
は
、災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、関
係
規
定
を
整
備
す
る
た

め
、条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

質
疑
、討
論
は
な
く
、全
会
一
致
で
原
案

予算決算委員会
委員長 野沢  明夫

総務文教委員会
委員長 細川  治幸

経済建設委員会
委員長 大久保 功身

社会環境委員会
委員長 堀　晃

永明寺山公園墓地を現地視察

３日にわたり慎重に審査

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
10
は
、「
私
立
高
校
に
対
す
る
大

幅
公
費
助
成
を
お
願
い
す
る
陳
情
書
」で

す
。審
査
に
お
い
て
は
、茅
野
市
に
は
地
元

に
私
立
高
校
が
あ
り
、経
常
経
費
を
出
し

て
い
な
い
現
状
で
あ
る
こ
と
、私
立
高
校

を
助
成
す
る
の
で
あ
れ
ば
地
元
の
高
校
が

優
先
で
あ
る
が
、こ
の
陳
情
は
中
信
地
区

の
私
立
高
校
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
、ま
た

諏
訪
地
域
に
お
け
る
地
元
の
私
立
高
校
へ

の
助
成
制
度
も
な
い
こ
と
、私
立
高
校
へ

通
う
保
護
者
へ
の
直
接
補
助
と
い
っ
た
内

容
は
採
択
し
が
た
い
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、教
育
の
平
等
と
い
う
点
か
ら
、

私
立
高
校
へ
の
援
助
は
必
要
だ
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
が
、当
委
員
会
で
は
採
決

の
結
果
、不
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
。

陳
情
12
は
、「
長
野
県
独
自
の
30
人
規

模
学
級
の
中
学
校
全
学
年
へ
の
拡
大
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
書
」で

す
。審
査
に
お
い
て
は
、中
学
３
年
生
ま
で

30
人
規
模
学
級
が
拡
大
し
な
い
と
茅
野

市
内
の
中
学
校
に
も
影
響
が
で
る
と
の
意

見
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、当
委
員
会
で

は
全
会
一
致
で
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

陳
情
13
は
、「
30
人
以
下
学
級
の
早
期

実
現
、教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情
書
」で
す
。審
査
に

お
い
て
は
、30
人
以
下
と
い
う
数
に
つ
い

て
、そ
の
数
が
本
当
に
い
い
の
か
と
い
う
こ

と
に
疑
問
が
残
る
こ
と
、財
源
措
置
に
つ

　

ま
た
今
回
は
、建
設
中
の
新
中
村
配
水

池
の
現
地
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」、議
案
第

64
号
は
、「
平
成
23
年
度
茅
野
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
」
、
議
案
第
65
号

は
、「
平
成
23
年
度
茅
野
市
新
墓
地
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
」で
す
。

委
員
会
で
は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が

行
わ
れ
た
後
、討
論
は
な
く
、全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
66
号
は
、「
平
成
23
年
度
茅

野
市
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会

計
決
算
の
認
定
及
び
剰
余
金
の
処
分
に

つ
い
て
」、議
案
第
67
号
は
、「
平
成
23
年

度
茅
野
市
水
道
事
業
決
算
の
認
定
及

び
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
」、議
案
第

68
号
は
、「
平
成
23
年
度
茅
野
市
下
水

道
事
業
決
算
の
認
定
及
び
剰
余
金
の
処

分
に
つ
い
て
」で
す
。

委
員
会
で
の
審
査
で
は
、質
疑
・
討
論

は
な
く
、原
案
の
と
お
り
決
算
に
つ
い
て

は
認
定
、剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
は

可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
69
号
か
ら
第
71
号
ま
で
の
３

議
案
は
、「
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」で
す
。

議
案
第
69
号
は
泉
野
大
日
影
財
産

区
、議
案
第
70
号
は
豊
平
下
菅
沢
財
産

区
、議
案
第
71
号
は
米
沢
鋳
物
師
屋
財

産
区
で
す
。

委
員
会
で
は
一
括
審
査
の
結
果
、質

疑
・
討
論
は
な
く
、全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

９月定例会で審査された議案等の一覧は、
４ページをご覧ください。

い
て
は
国
に
お
い
て
し
っ
か
り
や
っ
て
も

ら
う
こ
と
な
ど
の
論
議
が
さ
れ
、「
30
人

規
模
学
級
」と
い
う
こ
と
を
含
め
た
意
見

書
を
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
、採
決
の

結
果
、全
会
一
致
で
趣
旨
採
択
と
決
し
ま

し
た
。

陳
情
12
と
陳
情
13
に
つ
い
て
は
、本
会

議
最
終
日
に
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意

見
書
案
が
上
程
さ
れ
、２
件
と
も
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
後
、関
係
省
庁
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

意見書案の提出ついて（長野県独自の「３０人規模学級」の中学校全学年への拡大を求める）　【可決】
　（提出者）  細川治幸  小池賢保  望月克治  勅使川原はすみ  山岸正衛　（提出先）  長野県知事
意見書案の提出ついて（３０人規模学級の早期実現、教職員定数増を求める)　【可決】
   （提出者）  細川治幸  小池賢保  望月克治  勅使川原はすみ  山岸正衛　（提出先）  衆議院議 参議院議長  内閣総理大臣  財務大臣  文部科学大臣
意見書案の提出ついて（予防接種の適正な費用負担を求める)　【可決】
　（提出者）伊藤眞智子  伊藤玲子  北沢千登勢  樋口敏之  小松一平　（提出先）  衆議院議長  参議院議長  内閣総理大臣  財務大臣  厚生労働大臣
意見書案の提出ついて（オスプレイ配備と低空飛行訓練の中止を求める)　【否決】
　（提出者）望月克治　伊藤眞智子

地球社会建設決議に関する陳情書（６月２９日提出分）　【市議会の権限外の事項を願意とするもの　議場配布】
私立高校に対する大幅公費助成をお願いする陳情書　【委員会　不採択】【本会議　不採択】
地球社会建設決議に関する陳情書（８月６日提出分）　【市議会の権限外の事項を願意とするもの　議場配布】
長野県独自の「３０人規模学級」の中学校全学年への拡大を求める意見書提出に関する陳情書　【委員会　採択】【本会議　採択】
３０人以下学級の早期実現、教職員定数増を求める意見書提出に関する陳情書　【委員会　趣旨採択】【本会議　趣旨採択】

９月定例会　陳情審査結果

９月定例会では、４件の意見書が議員から提出され、3件が本会議で可決された後、関係官庁に提出されました。
９月定例会　議員提出議案（意見書）

債務負担行為・・・将来にわたる債務を負担する行為で、議会の議決を経てその期間と額を確定する。
地　方　債・・・地方自治体が必要な財源を調達するために負担する債務であって、その返済が一会計年度を超える長期の借入金。


